
地域歴史資料継承領域では、これまでの研究会で地域歴史資料の保全や継承の問題をさまざまな角

度から取り上げてきました。一方で、保全や継承と両輪の関係にある活用の問題については充分に取り

上げることができていません。「活用なくして保全なし」の言葉に象徴されるように、活用の観点も含めた

議論が必要です。

その際に注目したいのが歴史教育の視点です。新旧いずれの学習指導要領も高校の歴史系科目で

「諸資料を活用」することを謳っているように、歴史教育は地域歴史資料を活用する一つの場となり得ま

す。学校資料はもちろん、行政・大学・博物館・住民を介した地域歴史資料の活用は歴史教育の可能性

を大きく広めるものです。しかしながら、歴史教育の現場で資料の活用が全面的に展開しているかといえ

ば疑問が残ります。歴史系科目が「暗記科目」視されてきたことはその証左といえるでしょう。来年度から

導入される新科目「歴史総合」を含め、今後の歴史教育を「主体的・対話的で深い学び」の場にするため

には、歴史資料のさらなる活用が求められています。それは同時に地域歴史資料の活用のあり方を問う

ものでもあります。

そこで５回目となる本研究会では、高校の歴史教育で地域歴史資料の活用を実践されてきた教員の

方々をお迎えして、地域歴史資料の活用のあり方について理解を深めていきたいと考えています。歴史

教育の視点から研究会を組むのは初めての試みとなりますが、活発な議論がなされることを期待してい

ます。

https://forms.gle/FAHAHJiTHHFWGiYS6


